
 

 

 

Ⅰ 研究主題 

  新しい時代を拓き，心豊かにたくましく生き

る日本人の育成を目指す小学校教育の推進 

  ～未来を拓く子どもの育成を目指し，教師の

力量や学校の教育力を高める学校経営～ 

Ⅱ 活動方針 

 新しい時代の要請に応える教育を推進していく

ために，平成１９年度に研究主題を新たに設定す

る。子ども及び教師の力を高めるとともに，組織

としての学校に力がつく学校経営を目指し，研究

を推進する。 

 平成１９年度は，翌２０年度の東北連小宮城大

会の準備の年になる。各学校の課題を踏まえた情

報交換や具体的な学校経営をもとにした研究協議

を通して，校長一人一人の経営能力を磨き，新し

い時代にふさわしい学校経営像を示していくこと

のできる大会にすべく研究を推進する。 

Ⅲ 研究体制 

１ 学校経営委員会は，仙台市をＡ地区とＢ地区

の２地区に分け，それぞれに研究領域を分担し

て研究課題に取り組んだ。また，宮城県小学校

長会研修部とともに，紀要の編集にあたった。 

２ 教育課程委員会は，全国共通調査項目及び仙

台市独自の調査項目に基づき，学校経営に資す

る基礎データを収集するための調査研究に取

り組んだ。また，紀要の編集にあたった 

３ 特別支援教育委員会は，平成２０年度東北連

小宮城大会（特別分科会）に向け，研究主題を

設定し，研究を推進してきた。また，全連小香

川大会での研究発表に向けて準備をしてきた。 

Ⅳ 研究推進の概要  

１ 学校経営委員会 

 (1) Ａ地区  領域 ［学校経営］ 

 研究主題 

  心豊かなたくましい子どもを育むための，共

同参画意識を高める学校経営と校長の在り方 

 (2) Ｂ地区  領域 ［人権教育］ 

 研究主題 

  人として共に生きる態度を育てる人権教育

と校長の在り方 

 

 

 

２ 教育課程委員会 

 (1) 研究主題 今日的な課題に応じた創意工

夫ある学校づくり 

 (2) 活動の概要（アンケート調査の実施及び集計分析） 

  ①仙台市立小学校の今日的な課題と，課題に

対応した創意工夫ある実践を把握する。 

  ②課題解決に向けた実践の中で，リーダーと

して校長が果たしている役割を探る。 

３ 特別支援教育委員会 

 (1) 研究主題 一人一人の教育的ニーズに応

える特別支援教育を推進するための校長

の在り方 

 (2) 活動の概要（調査研究，実践事例の収集） 

  ①「縦・横の連携・協力」の現状を調査・把

握し，課題を明らかにする。 

  ②特別支援教育を各学校でさらに充実してい

くための方策を探る。  

  ③校長の役割や指導の在り方を明らかにする。 

Ⅴ 研修部の活動経過 

１ 第１回研修部会     ４月１７日（火） 

 ○研究主題・視点，活動方針・計画，組織づくり等 

２ 第２回研修部会     ５月７日（月） 

 ○各委員会ごとの研究体制，研究計画，研究等 

３ 宮城県小学校長会研究協議会栗原大会 

 ○分科会での発表      １１月１４日（水）  

４ 第３回研修部会    １１月２６日（月）  

 ○栗原大会の反省，宮城大会の計画，各委員会の研究等 

５ 第４回研修部会     １月１８日（金）  

 ○２１年度以降の校長会研修部の在り方，各委員会の研

究等 

６ 各委員会 

 ○必要に応じて研究日を設定し，研究を推進した。 

７ 研究紀要の発行  平成２０年３月３日（月） 

８ 宮城県校長会研修部との連携（研修部連絡協議会） 

 (1) 第１回  ６月８日（金）各地区研究計画等 

 (2) 第２回 １１月２９日（木）  

       栗原大会の反省，宮城大会の計画等 

 (3) 第３回  １月２９日（火）校長会研修部の在り方 

９ 教育実習に関する運営協議会 

          （研修部事務長 渡部 力） 

平 成 1 9 年 度  研 修 部 の あ ゆ み 


